
１ 単元名  人間の尊重と日本国憲法 

「個人と社会生活」（全３時間）    白川町立白川中学校 小森 明彦 

２ 単元のねらい 

○ 人間は本来社会的存在であることに着目させ，家族や地域社会の一員として，個人が社会とどのようにかかわりながら生活している

のか具体的に考えさせる。 
○ ルールや規則をつくるには，様々な考えを持つ人々が十分に話し合い，互いに納得して合意できる内容にしていく努力が必要である

こと，そうしてつくられたルールや規則は責任をもって守ることなどを，具体的な事例を通して気づかせる。 
 

３ 単元で培いたい学び方 

   家族や社会とどのようにかかわっていくべきかを理解し，家族と社会に対する関心を高め，個人と社会とのかかわりに対する見方を

深める考え方 

 

４ 内容のまとまりごとの評価規準  公民的分野の内容（１）イ  「個人と社会生活」 

ア 社会的事象への関心・意

欲・態度 
イ 社会的な思考・判断 ウ 資料活用の技能・表現 エ 社会的事象についての知

識・理解 
 個人と社会とのかかわりに

対する関心を高め，それを意欲

的に追求し，個人と社会生活に

ついて考えようとしている。 

 現在の家族制度，社会生活に

おける取り決めの重要性につい

て多面的・多角的に考察し,個人

と社会生活について様々な立場

から公正に判断している。 

 個人と社会とのかかわりに

関する様々な資料を収集し,学
習に役立つ情報を適切に選択

して活用するとともに,追究し

考察した過程や結果をまとめ

たり，説明したりしている。 

 家族との生活，学校や地域社

会での生活を通して行動様式

や生活様式を身につけ，交流や

相互扶助，生活環境の整備を行

い，お互いの生活の向上や改善

を図っていることを理解して

いる。 

 

５ 単元の評価規準 

 ア 社会的事象への関心・意

欲・態度 
イ 社会的な思考・判断 ウ 資料活用の技能・表現 エ 社会的事象についての知

識・理解 
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今日の多様化する家族の特

徴や男女共同参画社会に関心

をもち，個人の問題としてとら

えるとともに，個人と身近な社

会集団とがどのようにかかわ

っているか，具体的に考えてい

る。 

 家族や個人と社会の問題につ

いて，自分たちの将来と関連づ

けて，さまざまな角度から話し

合うとともに，よりよい社会生

活を送るためにはお互いがルー

ルを守ることの大切さについて

考えている。 

 統計資料・写真資料等をもと

に，家族や個人と社会の問題等

の特徴や課題について，自分の

追究活動に必要な資料を収集

し，課題追求に活用している。 

 現在の家族の基本となって

いる「個人の尊厳と両性の本質

的平等」の考え方や，男女共同

参画社会の実現に向けての基

本的な考え方を理解するとと

もに，個人が結びついて社会が

生まれ，社会生活が営まれてい

ること，社会生活を円滑にする

ために互いの合意に基づいて

ルールがつくられていること

を理解している。 
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① 現在の自分の家族，将来

の自分の家族を描き，家

族の問題を自らの思いを

もとに発表している。 
 【第１時 発言内容】 
 
 
 
 

① 社会におけるルールの必

要性について，人と人を結

びつける観点から，その大

切さについて考察してい

る。 
 【第３時 ノートの記述】 
 
 
 

① 統計資料・写真資料等を

活用しながら，現代家族

の問題について，自分の

考えをまとめている。 
 【第２時 ノートの記述】 

① 「個人の尊厳と両性の本

質的平等」の考え方や，

男女共同参画社会の実現

に向けての基本的な考え

方を理解している。 
 【第１時 ノートの記述】 

 


